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平成２７年第４回稲敷市議会定例会が１２月１日から１１日までの１１
日間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、条例の制定１件、
条例の一部改正７件、専決処分案件１件、各会計補正予算案６件、工事変
更請負契約案件１件、動産の買入れ案件１件、市道路線の認定案件１件、
人事案件１件を含めた合計１９案件が上程されました。
最終日には、議員発議２件が提出され、入札問題等調査特別委員会の設
置が決定されました。
議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

１２月　１日（火）開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける（１９案件）。
人事案件（諮問第４号　人権擁護委員候補者の推薦）につ
いて採決を行う。

（１２月２日は議案調査のため休会）
１２月　３日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
１２月　４日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【３名】

審査のため各常任委員会へ議案１８件を付託する。
１２月　７日（月）常任委員会審査【総務教育】
１２月　８日（火）常任委員会審査【産業建設】
１２月　９日（水）常任委員会審査【市民福祉】

（１２月１０日は委員会の事務整理のため休会）
１２月１１日（金）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受け、議案

１８件に対する討論、採決を行う。また、議員発議が提出
され【発議第７号】に対し質疑、討論、採決を行う。
動議により入札問題等調査特別委員会が設置の議員発議が
提出され【発議第８号】に対し、質疑討論を行い、採決の
結果賛成多数により同委員会が設置される。
特別委員会委員の選任、正副委員長の互選を行う。
閉会
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果
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第95号
専決処分の承認を求めることに
ついて（平成27年度稲敷市一般
会計補正予算（第４号））

法人税等に係る還付金が不足したこと
にともない総務費に1,000万円を増額
補正するもの

２常任委員会 原案承認
（18：０）

議案第96号 稲敷市支所及び出張所設置条例
の制定について

平成28年5月に予定されている新庁舎
開庁に伴い，公共施設を再編するもの 総務教育 原案可決

（18：０）

議案第97号 稲敷市役所の位置を定める条例
等の一部改正について

平成28年５月からの新庁舎開庁に伴う
庁舎の位置等の変更により，関係する
５つの条例を改正するもの

総務教育 原案可決
（18：０）

議案第98号 稲敷市印鑑条例の一部改正につ
いて

「個人番号カード」の利用による，コ
ンビニエンスストアでの印鑑証明書の
交付実施に伴って，条例の一部を改正
するもの

市民福祉 原案可決
（18：０）

議案第99号 稲敷市税条例の一部改正について 地方税法の改正に伴い，稲敷市税条例
の一部を改正するもの 市民福祉 原案可決

（18：０）

議案第100号 稲敷市国民健康保険税条例の一
部改正について

国民健康保険税の賦課方法を変更する
ことに伴い，納期数を６期から８期に
変更するもの

市民福祉 原案可決
（18：０）

議案第101号 稲敷市手数料徴収条例の一部改
正について

「個人番号カード」の利用による，コ
ンビニエンスストアにおける諸証明書
の交付実施に伴い，条例の一部を改正
するもの

市民福祉 原案可決
（18：０）

議案第102号 稲敷市立学校設置条例の一部改
正について

君賀小学校及び鳩崎小学校を，江戸崎
小学校に再編することに伴い，条例の
一部を改正するもの

総務教育 原案可決
（18：０）

議案第103号 稲敷市営住宅の設置及び管理に
関する条例の一部改正について

条例において引用する，市営住宅の入
居者資格条項の番号が変更となるた
め，改正を行うもの

産業建設 原案可決
（18：０）

平成27年第４回
稲敷市議会定例会
平成27年第４回
稲敷市議会定例会

入札問題等調査特別委員会を設置入札問題等調査特別委員会を設置

平成27年第４回
稲敷市議会定例会
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第104号 平成27年度稲敷市一般会計補正
予算（第５号） 予算額を226億572万9千円とする 各常任委員会 原案可決

（18：０）

議案第105号 平成27年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） 予算額を67億7,963万8千円とする 市民福祉 原案可決

（18：０）

議案第106号 平成27年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第２号） 予算額を16億5,955万2千円とする 産業建設 原案可決

（18：０）

議案第107号
平成27年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計補正予算（第
２号）

予算額を2億2,839万8千円とする 産業建設 原案可決
（18：０）

議案第108号 平成27年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第２号） 予算額を8億6,623万2千円とする 市民福祉 原案可決

（18：０）

議案第109号 平成27年度稲敷市水道事業会計
補正予算（第２号）

配水管布設工事に伴う消火栓設置工事
負担金として，210万9千円を追加する
もの

産業建設 原案可決
（18：０）

議案第110号 工事変更請負契約の締結について 新庁舎建設工事費を49億870万8千円か
ら49億5,838万8千円に変更するもの 総務教育 原案可決

（18：０）

議案第111号 動産の買入れについて 買入れ物件：稲敷市新庁舎備品
契約金額：1億2,958万9,200円 総務教育 原案可決

（18：０）

議案第112号 市道路線の認定について 市道江戸崎3573号線ほか，5路線を認
定しようとするもの 産業建設 継続審査

（17：０）

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 柴　崎　　　野村　勉（新任） ― 原案同意

（18：０）

発議第７号 公平、公正で透明性の高い入札
制度の推進を求める決議 提出者：伊藤　均 ― 原案可決

（11：７）

発議第８号 入札問題等調査特別委員会設置
に関する決議 提出者：根本　光治 ― 原案可決

（14：４）

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）
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公平、公正で透明性の高い入札制度の
推進を求める決議を可決

平成27年第４回定例会において「公平、公正で透明性の高い入札制度の推進を求める決議」が議員
発議により提案され、賛成多数により可決されました。

稲敷市における入札をめぐる問題については、平成22年第１回定例会にて入札問題等調査特
別委員会の設置、平成23年第３回定例会にて入札情報漏えい問題調査特別委員会の設置、その
後の地方自治法100条による調査委員会の設置などにより調査・議論を重ねてきたところであ
る。

また、このような事態に市民の皆様には、大変、ご心配をおかけしたことは言うまでもない。
この事態に対し執行部は入札制度の改革を行い、平成22年から一般競争入札の対象範囲を従

来の「4,000万円」から「1,000万円」へ引き下げを行い最低制限価格を設定して運用してきたが、
今般、平成27年度中11月までの入札結果において、すでに７件が最低制限価格と同額になって
おり、このような状況を見ると、稲敷市が、進めてきた入札制度改革に何らかの問題があると
指摘せざるを得ない。

一方、平成27年第４回定例会の一般質問にて、市長は、工事入札における円単位の詳細な積
算は、建設業者に過度の負担を強いているのではないかと危惧し、工事費積算に関する建設業
者各位の負担軽減を図り、多くの県内自冶体と歩調を合わせることを目的として、来年１月１
日以降の一般競争入札より、１円単位から万円単位の最低制限価格の設定へ、制度改正を行う
との答弁がされた。

しかし、議会では、入札の透明性を図るためにも、あえて、先の制度改正を行うことなく、
このまま１円単位の入札制度を一定の期間維持し、入札落札価格の推移について調査研究を進
め、このような入札結果が頻発する原因を突き止めなければならないと考える。

以上のことから、市においては、あらゆる角度から入札制度の調査研究をすすめるとともに、
公平、公正で透明性の高い入札制度の推進をすることを求めるものである。

　以上、決議する。

　　　平成27年12月11日
稲敷市議会議長　浅　野　信　行　　

　稲敷市長　田　口　久　克　殿

公平、公正で透明性の高い入札制度の推進を求める決議

定
例
会
の
最
終
日
（
12
月
11
日
）

に
、
根
本
光
治
議
員
か
ら
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
動
議
は
、
新
聞
報
道
に
も
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
、
直
近
の
入
札
状

況
を
み
て
も
、
最
低
制
限
価
格
と
同

額
の
入
札
が
７
件
も
み
ら
れ
る
な

ど
、
市
民
、
市
内
建
設
事
業
者
な
ど

か
ら
も
市
の
入
札
執
行
状
況
に
疑
念

の
目
を
向
け
ら
れ
て
お
り
、
市
議
会

と
し
て
も
問
題
解
決
に
積
極
的
な
姿

勢
を
見
せ
な
い
稲
敷
市
の
対
応
を
看

過
で
き
な
い
と
し
、
議
会
と
し
て
も

調
査
を
行
う
べ
き
と
し
て
、
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
と
発
言

が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

議
員
発
議
（
第
８
号
）
と
し
て
特

別
委
員
会
設
置
の
決
議
書
が
提
出
さ

れ
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
、
入
札

問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
長　

根
本
光
治　

副
委
員
長　

若
松
宏
幸

委　
　

員　

山
口
清
吉
・
山
下
恭
一

　
　
　
　
　

篠
田
純
一
・
竹
神
裕
輔

　
　
　
　
　

根
本　

浩
・
中
沢　

仁

入
札
問
題
等
調
査
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
る



現在小学校の統廃合、公共施設の再編、新庁舎
の建設、そしてライフラインの維持管理が同時

に進められているが、それぞれの部局単独で管理され、一元管理されていない。
　限られた財政運営の中で健全化を図っていくため市全体のアセットマネジメン
ト基本方針を策定し、公共施設の適正管理をするべきではないか。

市全体のアセットマネジメントを実施するため、全てのデータベース化が
必要であると考えるがどうか。

　また、住民生活で最重要となる、道路・橋梁・上下水道と、それ以外の公共建
設施設を２本立てで考え、予算を分けて試算するべきである。
　さらに、この総合管理計画での、公共施設再編における桜川総合運動公園をメ
イン施設にする具体的な施策について伺う。

本市の公共施設の多くは近い将来一斉に更新時期を迎え、財政負担の圧迫
が予想されます。このため市では、今年度末を目標に、稲敷市公共施設等

総合管理計画（以下総合管理計画）を策定します。この計画では、全ての公共施
設等の全体の状況を把握し、中長期的な視点を持ち、財政負担の軽減と平準化、
施設の最適な配置を実現するための管理計画となるものです。現在、公共施設の
総量の把握を進めています。

将来にわたり市民の皆様が安心して暮らせるよう、道
路・橋梁・上下水道については、適正な予算配分に努め

ます。
　また、桜川総合運動公園につきましては、市のスポーツ拠点
に育てていきたいと考え、具体的な施設の在り方については、
今後前向きに検討していきます。

総合管理計画と先行する上下水道事業のアセットマネジメントの
取り組みは整合性を図りながら進めます。また、一元管理のデー

タベース化については、既存のデータが活用可能か等を検討していきます。

先行している水道事業のアセットマネジメントの進捗状況は、
データベース化した個々の施設を整理し、基本構想を現在策定中

です。また、下水道事業につきましても公営企業法の適用に向け、資本全体の合
理的なデータベース化を図り、総合管理計画の基本方針と整合させながら、アセッ
トマネジメントの導入を検討していきます。
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篠 田 純 一
議 員

稲敷市のアセットマネジメント
基本方針の策定を
田口市長 稲敷市公共施設等総合管理

計画を策定予定

篠田

篠田

市長

市長

上下水道部長

政策調整部長
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あ
り
ま
せ
ん
。

　

稲
敷
市
動
物
愛
護
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
村
の
条
例
を
精
査
し

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。学

校
教
育
に
お
き
ま
し

て
は
、
生
命
尊
重
に
つ

い
て
道
徳
教
育
の
な
か
で
指
導
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
小
中
学
校
に
お
い

て
年
間
指
導
計
画
に
位
置
付
け
て
、
指

導
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

市
内
17
校
中
9
校
で
は
、
ウ
サ
ギ
な

ど
の
小
動
物
を
飼
育
し
、小
学
校
で
は
、

動
物
に
触
れ
る
体
験
活
動
を
行
う
学
校

も
あ
り
、
中
学
校
で
は
、
動
物
に
関
係

の
あ
る
職
場
体
験
や
、
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ

の
生
態
観
察
を
行
う
な
ど
、
鳥
獣
保
護

思
想
の
普
及
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

田
口
市
長

松 戸 千 秋
議 員

人
間
と
動
物
の
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
施
策
は

命
を
大
切
に
す
る
、

　
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い

茨
城
県
は
、
動
物
の
殺
処
分
件

数
過
去
8
年
間
連
続
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
で
、
生
命
尊
厳
と
子
ど
も
た
ち
の

情
操
教
育
の
面
か
ら
も
こ
の
状
況
を
黙

認
で
き
い
。

　
そ
の
た
め
動
物
愛
護
、
動
物
福
祉
の

向
上
に
向
け
た
議
論
と
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

1
．
犬
と
猫
の
引
き
取
り
数
、捕
獲
数
、

苦
情
件
数
、
苦
情
内
容
、
犬
登
録

件
数
、
狂
犬
病
予
防
注
射
接
種
件

数
松
戸

市
民
生
活
部
長

教
育
部
長

人
と
動
物
が
、
共
生
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
、
動
物
愛
護
教
育
を
は
じ

め
、
市
民
の
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

市
長
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質
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介護保険法改正にともない、地域包括ケアシステムの確立
が求められている。

　国と当市の人口ピラミッドグラフを比較すると、国の25年後の人口比が、当市の現在の
人口比である事が解る。
　そのような中、稲敷市第６期介護保険計画が策定され、要支援者の訪問介護と通所介護を、
現行サービス、緩和した基準のサービスＡ、ボランティアによるサービスＢ、そして専門職
による集中予防のサービスＣで行うとうたわれている。
　この中で、サービスＡとＢをどのように展開していくのか。また、生活支援コーディネー
ターの選任をどのように進めていくのか

平成29年度の事業移行後、現行のサービスに加え、サービスＡＢを展開し
ていく予定です。

サービスＡは、社会福祉協議会やＮＰО団体の活用を考えています。サービスＢにつきまし
ては、担い手を養成する研修会を設け、意欲のある方の育成指導をしながら、ＮＰＯ団体や
事業所などとの協働により進めていく予定です。
　生活支援コーディネーターについては、みんなで支え合うまちづくりを担うサポーターと
して配置されるものであり、人選については今後立ち上げていく生活支援全体の協議体等で
決めていきます。公募等についても検討課題として、この協議体の中で考えていきます。

国の方策に従うだけでなく、本市の高齢化の実態をかんがみ市独自で検討し、今回の
制度改正に立ち向かうべきであると考えるが、いかがか。

ますます高齢者数が増加し人口構造が大きく変化する中、高齢者の方々が可能な限り
身近なところで暮らせるよう、また介護が必要になっても安心して暮らせるよう、介

護・医療・住まい・生活支援・介護予防が一体
的に提供される地域包括ケアシステムを構築し
ていくことが重要です。
　当市でも、在宅医療・介護連携、そして認知
症施策の推進をはじめ、新しい地域支援事業
に積極的に取り組み、市民・事業者・行政が一
体となったまちづくりを本格的に進めていきま
す。

竹 神 裕 輔
議 員

今後の地域包括ケアシステムの形は

田口市長 高齢者の方が安心して
　　　　暮らせる稲敷市に

竹神

竹神

市長

保健福祉部長
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中 沢 　 仁
議 員

小
学
校
跡
地
で
の
野
菜
工
場(

密
閉
型
植
物

工
場)
と
食
品
加
工
事
業
の
進
捗
状
況
は

民
間
活
力
を
活
用
し
、
施
設
の
有
効
活

用
を
進
め
る

廃
校
に
な
っ
た
学
校
跡
地
を
利

用
し
た
、
密
閉
型
の
植
物
工
場

に
す
る
稲
敷
市
で
前
例
の
な
い
活
用

は
、
と
て
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
去
る
10
月
15
日
に
起
工
式
が

あ
っ
た
、
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況
と
、

こ
の
事
業
の
な
か
で
、
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク

事
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の

か
、
ま
た
市
長
の
考
え
る
学
校
跡
地
利

用
に
つ
い
て
伺
う
。

株
式
会
社
形
式
の
法

人
を
1
月
に
設
立
、

施
設
の
整
備
・
改
修
は
平
成
28
年
2
月

に
完
了
を
予
定
し
、
野
菜
生
産
は
、
3

月
ま
で
に
1
回
目
の
収
穫
を
目
指
し
ま

す
が
、
27
年
度
中
は
、
実
証
期
間
の
た

め
出
荷
販
売
は
、
次
年
度
以
降
に
な
る

予
定
で
す
。

　

加
工
食
品
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
イ
チ
ジ

ク
ジ
ャ
ム
の
生
産
を
計
画
し
て
お
り
販

売
は
29
年
度
以
降
の
予
定
で
す
。

ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
事
業
は
、
米
の
高
付
加

価
値
化
、稲
作
の
6
次
産
業
化
を
進
め
、

米
の
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
が
目
標
で

あ
り
、
販
売
を
29
年
度
開
始
の
予
定
で

す
。
今
後
筑
波
大
学
、
事
業
者
並
び
に

常
陽
銀
行
と
の
連
携
を
強
化
し
、
開
発

研
究
へ
の
支
援
、
販
売
促
進
、
拡
大
に

向
け
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
企
業
誘
致
や
地
元
企
業

の
支
援
、
市
内
外
の
就
職
情
報

を
集
約
、
一
元
管
理
し
、
情
報
を
発
信

す
る
と
共
に
、
空
き
工
場
や
利
活
用
予

定
の
な
い
公
共
施
設
な
ど
の
情
報
を
総

合
的
に
発
信
す
る
な
ど
、
未
活
用
や
居

抜
き
物
件
な
ど
を
活
用
し
た
、
積
極
的

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

中
沢

政
策
調
整
部
長

市
長

政
策
調
整
部
長

植物工場として生まれかわる新東小学校

植物工場（イメージ図）
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現在、一度社会に出てから挫折し、ひきこもり状態なる現
役世代が増加し、その家庭の負担が増加し、支援が難しく

なっている。また、ひきこもりを抱える親が高齢化しており、本来年金受給により社会保障
の恩恵を受けている世代のはずが、子供が社会復帰できない、または不就労の状態が続き、
果ては生活困窮に至ることが予想される。
　そこで、市における地域に存在するひきこもりの発見、訪問活動等の支援の取組みを伺う。

市では社会福祉課の障がい福祉相談業務や民生委員からのひきこもり相談
の際に精神保健福祉士が相談業務にあたっていますが、ひきこもりサポー

ターの養成やひきこもり者の発見、訪問活動は行っていません。市としては、龍ヶ崎保健所、
医療機関等と連携や広報紙を通じ、ひきこもりに対し相談の場をＰＲしていきます。

今年４月に施行された生活困窮者自立支援法では、生活保護に至る前の生活困窮者に
対し様々な支援を講ずるとしており、その中には、ひきこもり問題も含まれる。そこ

で、生活困窮者自立支援法におけるひきこもり対応について伺う。

生活困窮者自立支援での、生活困窮者に対する相談支援、就労支援の実施
の中でひきこもり者の存在が判明したが、ひきこもりについての支援要請

は、ありませんでした。ひきこもり支援には、本人・家族に支援の必要性を理解してもらい、
協力が不可欠であることからも支援が難しいと考えます。
　市では、潜在的な生困窮者の把握、支援の中でひきこもり者の支援についても自立相談支
援事業の中で大きなものになると考えます。保健福祉関係課の関係機関連絡会議にて情報の
共有化を強化しています。

若 松 宏 幸
議 員若松

若松

ひきこもり者の
　社会復帰支援策を問う
保健福祉部長 関係機関との連携、

　　　　相談の場をＰＲ

保健福祉部長

保健福祉部長
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産
業
建
設
部
長

筧　信太郎
議 員

災
害
協
定
の
締
結
と
連
絡
体
制
の
強
化
を

災
害
復
旧
体
制
の
構
築
を
進
め
る

災
害
発
生
時
に
お

け
る
公
共
土
木
施

設
等
の
安
全
確
保
や
被
害
防
止
対
策
、

災
害
拡
大
防
止
等
の
た
め
、
今
年
6
月

に
51
建
設
業
者
に
意
向
調
査
を
実
施

し
、
39
の
業
者
の
方
か
ら
の
賛
同
を
得

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
協
定
を
締
結
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
業
者
に
対
し

て
も
、賛
同
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
に
つ
き
ま

し
て
は
、
通
信
網
の
混
乱
な
ど
を
想
定

し
、担
当
地
区
等
の
エ
リ
ア
分
け
を
し
、

震
度
6
弱
以
上
の
場
合
、
市
か
ら
の
協

力
要
請
を
待
た
ず
に
出
動
で
き
る
態
勢

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
県
の

初
動
体
制
と
連
携
を
と
る
と
い
う
意
味

か
ら
も
、
茨
城
県
建
設
業
協
会
竜
ケ
崎

支
部
と
の
協
定
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

当
市
で
危
機
管
理
体
制
の
一
つ

と
し
て
の
、
公
共
土
木
施
設
等

災
害
応
急
復
旧
に
関
す
る
協
定
書
締
結

に
向
け
て
の
状
況
と
、
災
害
時
の
初
動

体
制
の
重
要
性
を
考
慮
し
た
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

産
業
建
設
部
長

筧

市民の防災意識の喚起と災害時の自
助・共助力の向上のために防災マ

ニュアルを作成してはどうか。
　また、行政以外の防災活動については、
どう考えるか。

地域防災については、地区の現場
を一番理解している区長会、民生

委員会、そして消防団の方々との連携が重
要であり、この方々との協力体制を整えて
いきます。
　市民向け防災マニュアルの作成につきま
しても、個人の防災意識の喚起を図る上で
大変有効であると考えますので、取り組ん
でいきます。

市民向け災害マニュアルの作成を
田口市長 防災意識喚起のため、取り組んでいく

筧 市長

稲敷市消防団放水訓練
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稲敷市の財政については、財政力指数0.542％（※）等々
財政の指標をみるといろいろな課題はあるが弾力性のある

健全な財政の確保がされていると判断している。しかし、日本創生会議の将来人口推計によ
ると2040年には2万6,923人に減少することが示されている。また、国からの交付金（地
方交付税）が、減額されて行く中福祉、教育サービス、道路等のインフラ維持をどうするの
か様々な難題が待ち受けている。
　そこで、稲敷市の市債残高の推移、公債費の推移、繰越金の推移、基金残高の運用につい
て伺う。

稲敷市の財政は、財政指標を見ますと比較的健全な数値を示していますが、平成32
年度からは、大幅な地方交付税の減少が確実となっています。市債残高については、

毎年度９億円から最大22億円の借入見込み、公債費については、最大20億円の償還、繰越金
については、実質収支は、実績で７億円から８億円で平成30年以降は、財源不足を基金の取
り崩し補う見込みです。また、基金残高の運用は、国債の購入と金融機関への預金により運
用するなど限られた財源を有効に活用し財政運営に取組みます。

これまでの決算状況を見ると8億円前後の実質収支が続いている。今後は、市債の借
り入れを減らし公債費の増加を抑制することが必要と考える。財源確保のために資金

の有効な運用や今後の市債の活用と公債費の推移を伺う。

財政運営において公債費の抑制は、重要な課題です。市債は事業効果が後世にも
及ぶため市民負担の世代間の公平を確保するための調整機能や臨時的な事業の財

源確保機能も備えています。市民への安定的な行政サービスの提供に寄与する財源でありま
すので健全性を失うことなく活用します。

根 本 　 浩
議 員根本

根本

身の丈政策における
　中長期財政見通しを伺う
田口市長 限られた財源を

　　有効に活用する

総務部長

? 用語解説
財政力指数とは…
地方自治体が支出する予算のうち、自前の税収でどれだけ賄うこと
ができているかを示す数値で、これが1.0以上になると、国から地方
交付税をもらわなくてもやっていける、いわゆる「不交付団体」にな
ります。

市長



政
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根 本 光 治
議 員

最
低
制
限
価
格
と
同
額
入
札
結
果
の
対
応
を
問
う

来
年
1
月
よ
り
制
度
改
正
を
行
う

今
年
度
、
同
額
入
札
が
増
加
し
た

要
因
は
、
設
計
図
書
の
積
算
方
法

が
積
み
上
げ
方
式
か
ら
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ

方
式
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
、
優
れ
た
積
算

ソ
フ
ト
利
用
に
よ
り
業
者
の
積
算
能
力
が

格
段
に
向
上
し
た
こ
と
が
考
え
ら
ま
す
。

　

ま
た
、
円
単
位
の
入
札
は
、
業
者
に
過

度
の
負
担
を
強
い
て
い
る
と
危
惧
し
て
お

り
、
県
内
自
治
体
で
も
最
低
制
限
価
格
を

万
単
位
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
来
年
1
月

1
日
よ
り
万
単
位
の
最
低
制
限
価
格
へ
制

度
改
正
を
行
い
ま
す
。

調
査
研
究
を
す
る
た
め
に
１
円

単
位
の
入
札
を
続
け
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か

業
者
へ
平
成
28
年
1
月
か
ら
万
円

単
位
の
入
札
を
行
う
通
知
を
出
し

て
お
り
、
こ
れ
で
や
ら
せ
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
入
札
制
度
改
革
が
必
要
な
ら
ば
変

更
す
る
と
い
う
基
本
原
則
を
も
っ
て
い
ま

す
。

市
の
入
札
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

4
月
か
ら
の
道
路
舗
装
工
事
入
札

13
件
の
う
ち
6
件
が
最
低
制
限
価
格
と
1

円
単
位
ま
で
同
額
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
舗

装
工
事
入
札
全
体
の
76
％
が
１
０
０
円
未

満
の
最
低
制
限
価
格
と
の
僅
差
で
落
札
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
自
治
体
で
も
聞

い
た
こ
と
が
な
い
的
中
率
で
あ
り
、
市
の

入
札
に
不
信
感
を
持
た
れ
て
も
仕
方
が
な

い
。
懸
念
さ
れ
る
落
札
業
者
、
入
札
関
係

職
員
の
疑
い
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
市

は
、
こ
の
こ
と
を
ど
う
捉
え
、
対
応
を
す

る
の
か
。

市
長

市
長

根
本

根
本

市では、公共施設再編方針により施
設の拠点化、集約化がすすめられて

いる。その中で、数年前から少年サッカー
等の利用者から多目的グランド整備要望が
出され、担当課にて整備計画が作成された
が、公共施設整備方針では、江戸崎運動公
園は、体育館は拠点化するが、グランドは
新たな予算措置をしないとの方針であっ
た。江戸崎運動公園は、年間10万人の利
用者があり市内でも断トツの利用数であ
り、市民の皆さまから施設全体の充実が求
められている。
　このように、現場に合わない公共施設整
備方針の下、どのように江戸崎運動公園整
備方針を考えていくのか。

江戸崎運動公園は、10万人の利用
があります。現在、整備されてい

る野球場、グランドは、市民の声を聞きな
がらきちんと管理を行います。
　しかし、検討委員会にて市民ニーズと財
政面、市全体を考えた結果、新しい施設整
備や施設の機能強化は行いません。

江戸崎運動公園多目的グラウンドの整備は行うのか
内田副市長 新しい整備は行わない

根本 副市長

田
口
市
長

人工芝のサッカー場が整備された
江戸崎運動公園



一
般
質
問

稲敷市議会だより　第43号 14

稲敷市では、核兵器廃絶平和都市宣言をしてから10年目
の節目の年である。被爆国として、世界に対し核兵器全面

廃絶の実現に向けて訴え続けることは国民的使命と考えるが、市
としてどのような平和への事業を実施するのか伺う。
1．広島、長崎の平和式典に小中学生を派遣
2．平和講演会、映画会の開催
3．被爆写真展の開催
4．広島、長崎原爆投下日時に黙祷を

広島、長崎平和記念式典への小中学生の派遣事業を来年度実施に向け検討を進めます。
また、平和講演会、映画上映会などや被爆写真展の開催について、前向きに検討すると共に原爆
投下日時に合わせた黙とうについては、市民自らの意識で広まるよう新たな平和都市宣言モニュ
メント等の各種広報を通じて啓発に努めてまいります。

山 口 清 吉
議 員山口

稲敷市から平和への行動を
平和で明るい未来に向けて田口市長

市長

資
源
ご
み
持
ち
去
り
対
策
は

関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
を

市
内
約
１
２
７
０
カ
所
の
集
積

所
に
持
ち
去
り
禁
止
の
看
板
を

設
置
し
、
注
意
喚
起
し
て
お
り
、
衛
生

土
木
組
合
、
市
、
稲
敷
警
察
署
の
三
者

で
そ
の
対
応
へ
の
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

禁
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の

行
為
を
規
制
す
る
規
定
を
持
つ
稲
敷
市

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
に
よ
り
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
条
例

と
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
、
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
プ
ー
ル
温
水
プ
ー
ル
建

設
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
ご
み

の
回
収
が
資
源
ご
み
利
用
の
た

め
、
細
分
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
か
ら

空
き
缶
や
紙
な
ど
の
収
集
車
が
来
る
前

の
持
ち
去
り
が
起
き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に
対

す
る
対
策
と
、
持
ち
去
り
禁
止
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

山
口 田

口
市
長

ごみ集積所に設置されている注意喚起看板



視 察 研 修 報 告

稲敷市議会だより　第43号15

研
修
日
：
10
月
15
～
16
日

視
察
先
：
神
奈
川
県
小
田
原
市

　
　
　
　
静
岡
県
富
士
宮
市

10
月
15
日
に
は
、
神
奈
川
県

小
田
原
市
で
、
議
会
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
市
民
に
議
会
の

必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
出
発
点
で
あ
り
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

市
民
か
ら
は
量
の
改
革
（
定
数

や
報
酬
）
を
問
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
議
会
と
し
て
は
質

の
改
革
を
広
く
伝
え
て
い
く

と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

翌
16
日
に
は
、
静
岡
県
富

士
宮
市
で
は
、
食
を
つ
う
じ

た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
に
つ
い

て
研
修
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。６

次
産
業
化
の
推
進
や
環

境
保
全
等
に
よ
る
循
環
型
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
富
士
宮
や

き
そ
ば
を
は
じ
め
と
す
る
食

の
情
報
発
信
に
よ
る
富
士
宮

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、「
地
食

健
身
」「
食
育
」
に
よ
る
健

康
づ
く
り
な
ど
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
で
、
富
士
宮
全

体
を
活
性
化
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
ち
お
こ
し
と
し

て
の
取
り
組
み
は
、
市
民
が

主
体
と
な
り
行
政
が
黒
子
と

な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
の
説
明
も
あ
り

ま
し
た
。

議
会
の
取
り
組
み
、
市
の

活
性
化
と
も
に
稲
敷
市
が
今

後
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
研
修
で

し
た
。

研
修
日
：
11
月
30
日

視
察
先
：
土
浦
協
同
病
院
新
病
院

　
　
　
　
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

11
月
30
日
、
午
前
中
に
は
、

土
浦
市
お
お
つ
野
4
丁
目
地
内

に
完
成
し
た
新
し
い
土
浦
協
同

病
院
で
院
内
の
見
学
と
新
病
院

移
転
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
説
明
で
は
、
地

域
と
一
体
化
し
た
開
か
れ
た
病

院
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
の

医
療
の
拠
点
と
し
て
、
手
狭
と

な
っ
た
現
病
院
よ
り
、
格
段
に

充
実
し
た
環
境
・
設
備
を
持
つ

も
の
と
し
た
こ
と
が
、
院
長

の
藤
原
秀
臣
氏
か
ら
あ
り
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
江
戸
崎
地

方
衛
生
土
木
組
合
で
、
現
施

設
の
案
内
を
受
け
、
老
朽
化

し
た
設
備
の
現
状
と
、
新
た

な
ご
み
焼
却
施
設
・
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
基
本
計
画

に
つ
い
て
の
概
要
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
説
明
で
は
、
焼

却
施
設
は
、
24
時
間
稼
働
で

70
ト
ン
の
能
力
が
あ
り
、
焼

却
熱
に
よ
る
発
電
が
で
き
、

経
費
節
減
に
つ
な
が
る
と
の

こ
と
。
建
設
期
間
は
平
成
28

年
度
か
ら
32
年
度
上
期
を
目

指
し
、
32
年
度
中
に
運
転
開

始
、
そ
の
後
、
既
存
焼
却
施

設
の
解
体
、
新
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
を
建
設
を
予
定
し

て
い
る
と
の
内
容
で
し
た
。

病
院
、
ご
み
処
理
施
設
と

も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
う
え
で
、
必
要
不
可
欠

な
施
設
で
あ
り
、
当
議
会
と

し
て
も
今
後
の
計
画
運
用
が

適
正
な
も
の
で
あ
る
か
を
注

意
深
く
見
守
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

行政視察全体研修報告

議員行政視察報告



視 察 研 修 報 告

稲敷市議会だより　第43号 16

研
修
日
：
11
月
9
～
10
日

視
察
先
：
群
馬
県
富
岡
市

　
　
　
　
群
馬
県
沼
田
市

初
日
の
群
馬
県
富
岡
市
で

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
「
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
づ

く
り
」
に
つ
い
て
を
研
修
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

研
修
地
は
「
ふ
れ
あ
い
の
居

場
所
」
の
一
つ
で
あ
る
「
う
だ

ん
家
」
を
訪
問
し
、
主
管
課
か

ら
の
概
要
説
明
と
、
事
業
を

行
っ
て
い
る
団
体
の
方
か
ら

の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
益
々
増
加
し
て
い

く
高
齢
化
問
題
の
対
策
と
し

て
、
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず

誰
で
も
気
軽
に
集
い
、
自
由

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
居
場
所
づ
く
り
の
取
り

組
み
が
、
住
民
主
体
で
行
わ

れ
て
い
る
現
状
を
実
感
し
て

き
ま
し
た
。

２
日
目
の
沼
田
市
で
は
、

市
役
所
に
て
「
市
民
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に

つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
担
い
手
を
「
育
む
」、

市
民
活
動
「
活
か
す
・
つ
な

ぐ
」、
協
働
を
「
促
進
す
る
」

を
基
本
施
策
に
行
わ
れ
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。両

日
と
も
に
、
市
民
が
熱

意
を
も
っ
て
積
極
的
に
事
業

を
考
え
、
実
践
し
、
ま
た
そ

れ
を
行
政
が
、
上
手
に
側
面

支
援
し
て
い
る
様
子
を
目
の

当
た
り
に
し
、
大
変
参
考
に

な
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
日
：
11
月
9
～
10
日

視
察
先
：
静
岡
県
静
岡
市

　
　
　
　
静
岡
県
三
島
市

11
月
9
日
は
、
静
岡
県
静

岡
市
役
所
を
訪
問
し
、
下
水

道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
静
岡
市
上
下
水
道

局
下
水
道
計
画
課
職
員
か
ら

説
明
を
受
け
、
今
後
、
下
水

道
整
備
費
、
維
持
管
理
費
が

増
大
し
て
い
く
中
、
い
か
に

効
率
よ
く
事
業
を
継
続
し
て

い
く
手
法
に
つ
い
て
研
修
を

行
い
、
当
市
の
下
水
道
事
業

に
非
常
に
参
考
と
な
る
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
手
法
で
な
い

と
成
功
し
な
い
と
の
強
い

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

10
日
は
、
三
島
市
役
所

を
訪
問
し
、
三
島
市
商
工

観
光
課
観
光
政
策
室
長
か

ら
説
明
を
う
け
研
修
を
行

い
ま
し
た
。「
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
み
し
ま
」
は
、
三
島
市

の
文
化
自
然
環
境
に
「
花
」

と
い
う
彩
り
添
え
、
誰
も

が
三
島
に
住
み
た
い
、
訪

れ
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
人

を
呼
び
込
み
、
定
住
さ
せ

る
た
め
の
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
取
組
み
、
市
役
所

各
課
の
横
断
的
な
取
組
み

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

三
島
市
の
情
報
発
信
力
、
市

の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ

い
て
、
当
市
の
観
光
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
に
大
変
参
考

に
な
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。

市民福祉常任委員会
視察報告

産業建設常任委員会
視察報告



常任委員会の審査経過と結果

稲敷市議会だより　第43号17

稲
敷
市
議
会
と
稲
敷
市
選
挙
管
理

委
員
会
と
の
共
催
で「
議
会
報
告
会
」

が
平
成
27
年
11
月
6
日
に
、
江
戸
崎

総
合
高
等
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

高
校
生
の
参
加
者
は
１
８
１
名
で

あ
り
、
高
校
生
に
対
し
て
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
新

し
い
選
挙
制
度
（
※
）
や
議
会
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
目
的

で
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
。

議
員
18
名
（
2
名
欠
席
）・
市
選

挙
管
理
委
員
会　

飯
塚
委
員
長
の
出

席
の
も
と
、
ま
ず
浅
野
議
長
か
ら
報

告
会
開
催
の
趣
旨
説
明
に
続
い
て
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
18
歳
か

ら
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
次
に
柳
町
議
会
運
営
委

員
長
よ
り
高
校
生
に
解
り
や
す
く
地

方
議
会
の
役
割
、
稲
敷
市
議
会
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
高
校
生
の
皆
さ
ま
か
ら
の
質

問
に
対
し
、
各
議
員
と
の
質
疑
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
議
員
一
同
、
高
校
生
を
は

じ
め
若
い
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
へ

の
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
新
し
い
選
挙
制
度
…

平
成
27
年
6
月
、
公
職
選
挙
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

し
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
平
成
28
年
6
月
19
日
の
後
に
初

め
て
行
わ
れ
る
国
政
選
挙
の
公
示
日

以
後
に
そ
の
期
日
を
公
示
又
は
告
示

さ
れ
る
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
年
齢
が

「
満
20
歳
以
上
」か
ら「
満
18
歳
以
上
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
で
議
会
報
告
会
を
開
催

◆
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
で
議
会
報
告
会
を
開
催

当
委
員
会
は
、
去
る
11
月
27
日
、
事

務
調
査
と
し
て
行
方
市
の
「
な
め
が
た

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
チ
」
に
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
平
成
24
年
12
月
、
白

ハ
ト
食
品
工
業
㈱
と
Ｊ
Ａ
な
め
が
た
の

連
携
に
よ
り｢

農
業
生
産
法
人
㈱
な
め

が
た
し
ろ
は
と
フ
ァ
ー
ム｣

に
よ
り
設

立
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
27
年
10
月
に

行
方
市
立
大
和
第
三
小
学
校
跡
地
を
利

用
し
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

地
元
の
Ｊ
Ａ
な
め
が
た
に
よ
る
さ
つ

ま
い
も
の
原
料
供
給
を
受
け
大
規
模
な

「
大
学
芋
工
場
」
の
整
備
の
他
、
さ
つ

ま
い
も
に
焦
点
を
あ
て
た
博
物
館
「
お

い
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や
レ
ス
ト
ラ
ン

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
さ
つ
ま

７
月
２
日
に
秋
田
県
由
利
本
荘
市
議

会
か
ら
総
務
常
任
委
員
会
７
名
、
10
月

27
日
に
愛
知
県
豊
明
市
議
会
か
ら
、
総

務
常
任
委
員
会
７
名
の
皆
さ
ん
が
、
視

察
研
修
の
た
め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

両
市
議
会
と
も
「
い
な
し
き
に
住
み

た
く
な
っ
ち
ゃ
う
♡
プ
ラ
ン
」
を
中
心

と
し
た
当
市
の
人
口
減
少
対
策
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
事
務
調
査
報
告

秋
田
県
由
利
本
荘
市
議
会・愛
知
県

豊
明
市
議
会
の
皆
様
が
来
庁

い
も
の
販
売
増
加
に
よ
る
農
家
の
所
得

向
上
、
担
い
手
育
成
や
地
域
雇
用
の
創

出
、
観
光
客
の
呼
び
込
み
等
、
地
域
の

方
々
、
Ｊ
Ａ
・
農
家
・
消
費
者
が
一
体

と
な
っ
た
農
業
に
よ
る
地
域
振
興
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
農
業
が
、

中
心
産
業
の
当
市
に
お
い
て
も
産
地
と

企
業
が
連
携
し
取
組
む
６
次
産
業
化
の

重
要
性
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
も
の
で

し
た
。

豊明市議会の皆さま
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
7
議
案
の
主
な
審
査
概
要
並
び

に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
95
号
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年

度
稲
敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
4

号
）
で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
１
，

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
２
２
１
億
１
４
４
万
2

千
円
と
し
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
税

務
課
所
管
の
賦
課
徴
収
費
に
お
い
て
、

法
人
市
民
税
等
の
還
付
に
伴
う
、
税

還
付
金
を
増
額
し
、
歳
入
に
い
て
は
、

前
年
度
繰
越
金
を
増
額
し
、
財
源
と

す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
96
号
稲
敷
市
支
所
及
び
出

張
所
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

の
審
査
経
過
で
は
、
平
成
28
年
5
月

の
新
庁
舎
開
庁
に
伴
い
、
公
共
施
設

を
再
編
し
、
東
庁
舎
を
東
支
所
に
、

新
利
根
庁
舎
お
よ
び
桜
川
庁
舎
を
、

そ
れ
ぞ
れ
新
利
根
地
区
セ
ン
タ
ー
、

桜
川
地
区
セ
ン
タ
ー
に
変
更
す
る
た

め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
97
号
稲
敷
市
役
所
の
位
置

を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
で
は
、
平
成
28
年
5
月
の
新
庁

舎
開
庁
に
伴
い
、
庁
舎
の
位
置
等
の

変
更
に
よ
っ
て
、
変
更
を
要
す
る
、

5
つ
の
関
係
条
例
を
改
正
す
る
こ
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
１
０
２
号
稲
敷
市
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で

は
、
平
成
28
年
4
月
1
日
に
、
稲
敷

市
立
君
賀
小
学
校
及
び
稲
敷
市
立

鳩
崎
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、
稲
敷

市
立
江
戸
崎
小
学
校
と
の
統
合
に
よ

り
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
施
行

日
は
、
平
成
28
年
4
月
1
日
と
す
る

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
１
０
４
号
平
成
27
年
度
稲

敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

の
審
査
で
は
、
歳
入
歳
出
共
に
5
億

４
２
８
万
7
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
２
２
６
億
５
７
２
万
9
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
歳
出
で
、

総
務
費
の
総
務
管
理
費
で
、
庁
舎
再

編
事
業
に
お
け
る
実
施
設
計
委
託

費
、
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業
に
お

け
る
公
共
交
通
運
行
補
助
金
に
つ
て
、

衛
生
費
で
は
、
保
健
衛
生
費
で
、
土

浦
協
同
病
院
移
転
新
築
事
業
補
助
金

を
は
じ
め
、
こ
の
ほ
か
各
所
管
の
補

正
予
算
内
容
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
7
議
案
全
て
、
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
岡
沢
　
亮
一
　

第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
8
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
95
号　

専
決
処
分
（
一
般

会
計
補
正
予
算
）
の
当
委
員
会
所
管

部
分
に
つ
い
て
、
税
務
課
か
ら
、
法

人
市
民
税
等
に
係
る
還
付
金
を
追
加

補
正
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。 議

案
第
98
号　

稲
敷
市
印
鑑
条
例

の
一
部
改
正
で
は
、
市
民
課
か
ら
、

印
鑑
証
明
書
の
交
付
に
際
し
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
利
用
に
よ
り
窓
口
と
コ

ン
ビ
ニ
交
付
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

条
例
の
一
部
改
正
す
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

議
案
第
99
号　

稲
敷
市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
納
税
課
か

ら
、
徴
収
猶
予
に
係
る
手
続
き
及
び

換
価
の
猶
予
に
つ
い
て
、
稲
敷
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

議
案
第
100
号　

稲
敷
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
保
険
年
金
課
か
ら
、
暫
定
賦
課

を
廃
止
し
本
算
定
の
み
の
賦
課
方
法

と
し
、
納
期
数
を
6
期
か
ら
8
期
に

変
更
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。 委

員
か
ら
は
、
市
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
保
険
証
交
付

の
際
に
説
明
文
を
添
付
す
る
ほ
か
、

広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周

知
を
行
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。 議

案
第
101
号　

稲
敷
市
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

市
民
課
か
ら
、
諸
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
開
始
に
伴
う
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

議
案
第
104
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
の
当
委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い

て
、
お
も
な
も
の
と
し
て
は
、
各
担

当
課
か
ら
、
固
定
資
産
税
の
増
額
1

億
2
千
万
円
、
滞
納
繰
越
分
の
減
額

2
千
万
円
、
そ
し
て
土
浦
協
同
病
院

移
転
新
築
事
業
補
助
金
の
追
加
補
正

9
千
万
円
な
ど
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

議
案
第
105
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
保
険
年
金

課
か
ら
、
一
般
被
保
険
者
及
び
退
職

被
保
険
者
の
高
額
療
養
費
が
医
療
費

の
伸
び
に
よ
り
増
額
補
正
す
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

議
案
第
108
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
保
険
年

金
課
か
ら
、
実
配
置
人
員
の
変
更
等

に
よ
る
職
員
給
与
の
増
額
補
正
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

審
査
の
結
果
、
8
議
案
全
て
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
承
認
・
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
篠
田
　
純
一
　

第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
6
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
103
号
、
市
営
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、「
福
島
復
興

再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
、
平
成
27
年
5
月
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
す
る
、
市

営
住
宅
の
入
居
者
資
格
条
項
の
番
号

が
変
更
と
な
る
た
め
、
改
正
を
行
う

も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
104
号
、
一
般
会
計
補
正
予
算

審
査
で
は
、
農
政
課
の
機
構
集
積
協
力

金
交
付
事
業
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ

れ
、
604
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
集
積
さ
れ
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
建
設
課

所
管
で
は
、
道
路
新
設
改
良
事
業
費
の

財
源
内
訳
の
変
更
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
合
併
特
例
事
業
債
の
借
り
入
れ
に

よ
り
一
般
財
源
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
106
号
、
公
共
下
水
道
事
業
、

特
別
会
計
補
正
予
算
の
審
査
で
は
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
16
億
５
，
９
５

５
万
2
千
円
と
す
る
も
の
で
各
3
処
理

区
に
お
け
る
、
整
備
事
業
費
を
計
上
し

た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
107
号
、
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
審
査

で
は
、
施
設
管
理
業
務
委
託
料
を
１
，

９
０
０
万
円
追
加
す
る
も
の
と
の
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
109
号
、
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
の
審
査
で
は
、
配
水
管
布
設

工
事
に
伴
う
消
火
栓
設
置
工
事
負
担

金
２
１
０
万
9
千
円
を
追
加
し
、
ま

た
、
検
針
業
務
委
託
に
か
か
る
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
と
の
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
以
上
5
議
案
に
つ
い

て
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
第
112
号
、
市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
市
道
（
江
）

５
４
４
３
号
線
は
、
江
戸
崎
地
方
衛

生
土
木
組
合
の
整
備
事
業
計
画
に
関

わ
る
路
線
で
あ
る
が
、
そ
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
、
１
６
０
億
円
の
整
備

費
と
は
別
に
組
合
議
員
に
対
し
明
確

な
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
の
他

の
事
業
費
と
し
て
25
億
5
千
万
円
の

路
線
の
土
地
取
得
費
、
解
体
費
等
が
、

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ

の
よ
う
な
状
態
で
は
、
こ
の
案
件
の

審
査
は
困
難
で
あ
る
と
し
、
再
度
、

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
議
会
で

審
議
し
て
頂
き
、
事
業
計
画
が
明
確

に
固
ま
っ
た
後
、
当
委
員
会
に
て
審

査
し
結
論
を
出
す
べ
き
で
な
い
か
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
本
件
は
、
全
会

一
致
で
継
続
審
査
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
ご

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

１
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の

他
の
資
料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
内
容
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
事
項

を
請
願（
陳
情
）す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願（
陳
情
）書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏

名
）を
記
載
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
、

外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
１
名
以

上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

６
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随

時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

（  本　　文  ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願書（陳情者）住所
氏名　　　　　㊞

（  表　　紙  ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞
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委
員
長
　
　篠
　田
　純
　一

副
委
員
長
　
　若
　松
　宏
　幸

委
　
　員
　
　根
　本
　光
　治

委
　
　員
　
　岡
　沢
　亮
　一

委
　
　員
　
　根
　本
　
　
　浩

委
　
　員
　
　中
　沢
　
　
　仁

第
七
代
横
綱

　稲
妻
雷
五
郎

時
代
は
江
戸
後
期
に
あ
た
る
一
七
九

八
年
（
寛
政
十
年
）、
文
政
か
ら
天
保
に

か
け
て
相
撲
界
で
活
躍
し
た
力
士
で
あ

る
。
常
陸
国
は
阿
波
崎
村
（
現
稲
敷
市

阿
波
崎
）
根
本
庄
右
衛
門
家
に
生
ま
れ

才
助
と
名
付
け
ら
れ
た
。
立
会
い
の
際

に「
待
っ
た
」を
嫌
っ
た
力
士
で
あ
っ
た
。

そ
の
堂
々
と
受
け
て
立
つ
立
ち
会
い
は

庶
民
に
も
慕
わ
れ
、
大
横
綱
の
風
格
あ

り
と
言
わ
れ
た
。
身
長
１
８
８
㎝
、
体

重
１
４
２
kg
の
体
格
は
、
江
戸
時
代
に

あ
っ
て
は
、
桁
違
い
の
大
男
で
あ
っ
た

こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
入
幕
以
降
は
、

優
勝
10
回
（
う
ち
全
勝
優
勝
４
回
）
を

数
え
、
１
３
０
勝
13
敗
で
そ
の
勝
率
は
、

９
割
９
厘
と
い
う
成
績
を
残
し
た
。

相
撲
史
に
残
る
怪
力
無
双
を
誇
っ
た

そ
の
四
股
名
は
、
稲
妻
雷
五
郎
と
名
付

け
ら
れ
た
。
ま
た
、
雷
五
郎
は
、
相
撲

道
を
知
性
、
仁
徳
、
勇
気
の
三
要
素
を

重
ん
じ
て
説
い
た
書
（
相
撲
訓
）
を
世

に
残
し
た
。
今
か
ら
二
百
年
前
の
相
撲

訓
で
あ
る
が
、
現
代
の
力
士
に
も
通
じ

る
も
の
が
あ
る
。

「
稲
妻
の
去
り
行
く
空
や
秋
の
風
」

稲
妻
雷
五
郎
の
辞
世
の
句
と
し
て
伝

わ
っ
て
い
る
。

今
回
は
郷
土
の
誇
り
、
稲
敷
市
の
偉

人
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

（
根
本
　
浩
　
記
）

　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しているほか、議会の録画放送も掲載していますので、
ぜひご覧ください。また、新たな情報伝達の手段として稲敷市Twitter（ツイッター）で、議会情報
の提供を行っています。

稲敷市ホームページ http://www.city.inashiki.lg.jp/
稲敷市ツイッター https://twitter.com/inashiki_city

稲敷市議会 検索

市議会ホームページをご覧ください

傍傍 聴聴
してして

みませんかみませんか

次回定例会開催予定は

2 23月 日　となります。

　市議会は、傍聴できます。
　この12月議会（定例会）では、期間中、の
べ21人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役
所東庁舎の２階で当日に受付けています。
　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー
にあるテレビで議会中継を傍聴することも
できます。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当
日に受付けています。傍聴については、
　①　受付時間は午前８時３０分から（先着順）
　②　傍聴の予約はできません
　③　傍聴席は２５席まで
　　　（別途、報道関係５席）
　④　議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで
　　　議会の生中継を傍聴できます　　　　　など
　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく
ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事
務局までお問い合わせください。

☎　０２９９ｰ７８ｰ３３９０（直通）
FAX　０２９９ｰ７８ｰ３３９６
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